
3.　 グラウンド
(1)  グラウンド群の概要
市のグラウンド群は、次の施設から構成されています。
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これらのグラウンドの設備内容は、次のとおりです。
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（※）スポーツピアいちじまの多目的グラウンドは、電光式スコアボード、屋根付スタンド、外周フェンス等で構成されており、

　　　野球場としての形態となっているため、条例上の名称にこだわらず、野球場として検討します。


市のグラウンドは、次のとおり位置しています。
[image: image1.emf]施設

№

施設名 所在地 開設年度 敷地面積（㎡）

年間利用人数（人）

（平成

22

年度）

純行政コスト（千円）

（平成

22

年度）

①

氷上総合グラウンド

氷上町上新庄

3

昭和

53

年度

14,540                                 31,053 11,522                                

②

青垣総合運動公園

青垣町田井縄

782

平成７年度

81,400                                 73,535 96,513                                

③

春日総合運動公園

春日町下三井庄

735

平成７年度

                                87,627                                44,604                                88,835

④

山南中央公園

多目的グラウンド

山南町谷川

1180

昭和

58

年度

13,580                                 15,324 7,284                                  

⑤

スポーツピアいちじま

市島町中竹田

6121-3

平成

12

年度

55,052                                 19,841 19,301                                

⑥

市島市民グラウンド

市島町上垣

946

昭和

51

年度

                                16,550 6,152 1,427                                  

（※）純行政コスト＝支出経費（正職員人件費含む）＋減価償却費－収入額


(2)  グラウンド群の現状分析
1  利用度とコスト効率
丹波市のグラウンド群は、複数の施設が集約された総合グラウンドが多く、施設全体のコストや利用人数しか分からないので算出していません。
2  他団体との比較
他団体との比較は次のとおりです。
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[image: image4.emf]丹波市 朝来市 加東市 篠山市 西脇市 養父市 平均

人口（人）

69,995 34,791 40,013 44,756 44,006 26,509 43,345

面積（ｋ㎡）

493 403 157 378 132 423 331

グラウンド保有数（件）

6 4 8 4 6 7 6

１施設あたり人口（人）

11,666 8,698 5,002 11,189 7,334 3,787 7,946

１施設あたり面積（ｋ㎡）

82 101 20 94 22 60 63

（※1）人口は、各市役所ホームページに登載されている平成23年3月末時点の数値です。

　　　ただし、朝来市は最新の人口が平成17年度末分であったため、これを記載しています。

（※2）比較対象団体のグラウンド保有数には、各団体のグラウンドの設置に係る条例に基づき調査した結果を記載しています。


市のグラウンドはカバーする人口・面積ともに比較対象団体の平均を上回っています。後述のように、稼働率がそれほど高くない施設群であり、必ずしも現状の施設数が適正であるとはいえない状況ですから、比較対象とした団体でも、施設数の適正化が未だに図られていないことが予想されます。
(3)  グラウンド群に係る経営の適正化
以下では、グラウンドの運営効率化について、５つの視点から必要な事項を検討します。
1  地域間の公平性（地域性）
グラウンドの利用者に対するアンケートで、交通手段についての質問の回答を集計した結果は、次のとおりです。
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この表のとおり、自家用車での移動が61.7%と多くの割合を占めています。バイクと自家用車の合計は86.5%であり、広範囲の移動手段を有する利用者が、利用者全体のかなりの部分を占めることになります。
2  施設の性能（機能性）
グラウンドの機能性について、(a)減価償却費と(b)設備内容、(c)バリアフリーの状況、(d)アンケート結果を検討しました。
(a)  減価償却費について
減価償却費は、施設への投資金額を使用期間（≒耐用年数）に配分した金額です。
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[image: image7.emf]№ 施設名 減価償却費（千円） ① 利用人数（人） ② 1人あたり減価償却費（円）

① 氷上総合グラウンド

1,462                                    31,053                                  47                                                  

② 青垣総合運動公園

35,618                                  73,535                                  484                                                

③ 春日総合運動公園

60,935                                  44,604                                  1,366                                             

④ 山南中央公園多目的グラウンド

402                                       15,324                                  26                                                  

⑤ スポーツピアいちじま

6,744                                    19,841                                  340                                                

⑥ 市島市民グラウンド

353                                       6,152                                    57                                                  

⑦ 合計

105,514                                190,509                                554                                                


一人あたり減価償却費は、春日総合運動公園が著しく高いために、他の施設はすべて平均未満となっています。影響の大きい春日総合運動公園を除いた一人あたり減価償却費の比較は、次の図のとおりです。
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[image: image9.emf]№ 施設名 減価償却費（千円） ① 利用人数（人） ② 1人あたり減価償却費（円）

① 氷上総合グラウンド

1,462                                    31,053                                  47                                                  

② 青垣総合運動公園

35,618                                  73,535                                  484                                                

④ 山南中央公園多目的グラウンド

402                                       15,324                                  26                                                  

⑤ スポーツピアいちじま

6,744                                    19,841                                  340                                                

⑥ 市島市民グラウンド

353                                       6,152                                    57                                                  

⑦ 合計

44,579                                  145,905                                306                                                



春日総合運動公園を除くと、青垣総合運動公園が高くなるため、他の施設が平均未満になっています。スポーツピアいちじまも高くなっています。
この結果から、利用人数に比して不要な施設を保有している可能性があることから、以下では、検討が必要な施設の減価償却費について、細目を検討します。
(1)  氷上総合グラウンドについて
氷上総合グラウンドの減価償却費の細目は、次のとおりとなっています。
[image: image10.emf]＜減価償却費の細目－氷上総合グラウンド＞ （単位：千円）

施設内容 取得価額 耐用年数 減価償却額

管理棟

32,940                     50 659                        

休憩棟

17,050                     38 449                        

便所・倉庫・更衣室棟

9,880                       38 260                        

野球場施設

3,360                      

 34

38

95                          

合計

63,230                     -                              1,463                      


グラウンドの場合、特に精密機器等の管理は必要ありませんから、管理棟は市島市民グラウンドと同水準で足りると考えます。また、休憩棟は必須の設備ではありませんから、次回建替え時は建設しなくてよいと考えます。
(2)  春日総合運動公園について
春日総合運動公園の減価償却費の細目は、次のとおりとなっています。
[image: image11.emf]＜減価償却費の細目－春日総合運動公園＞ （単位：千円）

施設内容 取得価額 耐用年数（年） 減価償却額

球場管理事務所

1,145,668                30                           38,189                    

プール管理事務所

313,185                   50                           6,264                      

管理事務所

17,574                     50                           351                        

便所棟（テニスコート）

120,210                   38                           3,163                      

車庫兼器具庫

108,322                   25                           4,333                      

便所棟（出会いの広場）

70,196                     38                           1,847                      

便所棟（多目的グラウンド）

70,196                     38                           1,847                      

便所棟（プール）

70,196                     38                           1,847                      

砂置場

63,024                     31                           2,033                      

多目的グラウンド休憩棟

17,008                     17                           1,000                      

倉庫４棟

1,427                       24                           59                          

合計

1,997,006                -                              60,933                    


この表をみると、球場管理事務所の１，１４５，６６８千円取得価額が高く、耐用年数が３０年とそれほど長くないため、１年に計上される減価償却費が大きくなっています。
他の施設にも野球場やナイター設備はありますが、当施設だけ著しく高額な管理棟を設けています。また、管理事務所は他に１７，５７４千円で建設したものがあり、これで十分と考えられますから、次回建替えの際は、このような管理棟を設けずに、必要最低限の管理棟での運営を行うべきです。
また、便所棟の取得価額も高くなっています。たとえば、青垣総合運動公園の便所は取得価額は１６，２１８千円であり、春日総合運動公園では１箇所あたりその４倍以上となる７０，１９６千円の建設金額を掛けて、3箇所の便所を建設しています。これについても、次回建替えの際には、規模や構造を青垣総合運動公園の便所程度とすることを検討する必要があります。
なお、春日総合運動公園には、多目的のグラウンドが整備されていることから、市の中心グラウンドとして運営していくとし、休憩棟は削減対象に入れておりません。
(3)  青垣総合運動公園について
次に、青垣総合運動公園の減価償却費の細目は、次のとおりです。
[image: image12.emf]＜減価償却費の細目－青垣総合運動公園＞ （単位：千円）

施設内容 取得価額 耐用年数 減価償却額

プール棟

930,756                   34                           27,375                    

屋根付広場

182,176                   34                           5,358                      

更衣・シャワー棟

31,670                     22                           1,440                      

車庫

11,268                     31                           363                        

便所

16,218                     15                           1,081                      

合計

1,172,088                -                              35,617                    


青垣総合運動公園のプールは温水プールであり、取得価額が930,756千円と高くなっています。耐用年数は３４年であり、鉄筋鉄骨コンクリート建物などと比べると長くないことから、減価償却費は大きくなっています。
温水プールは、フィットネスクラブなどでは、減価償却費だけでなく全ての費用に利益を乗せてコストを回収する収益的な事業のために投資される施設です。
丹波市には民間のフィットネスクラブがあり、直接支出経費も回収できていない形で運営している現状は（後述③参照）、民間のフィットネスクラブの経営を阻害しているとも考えられます。
屋根付広場については、スポーツ大会等で必要となる場合を考慮して市に1つ残すことを考え、削減対象には含めていません。
(4)  スポーツピアいちじまの減価償却費の細目
スポーツピアいちじまの減価償却費の細目は次のとおりです。
[image: image13.emf]＜減価償却費の細目－スポーツピアいちじま＞ （単位：千円）

施設内容 取得価額 耐用年数 減価償却額

管理棟

68,558                     24                           2,857                      

倉庫

10,508                     15                           701                        

本部棟

16,505                     50                           330                        

便所（3箇所）

42,849                     15                           2,857                      

合計

138,420                   -                              6,745                      


管理棟や便所の取得価額が高く、耐用年数が24年、15年と他の施設の設備よりもかなり短いために、多額の減価償却費が発生しています。
管理棟について、たとえば市島市民グラウンドでは9,156千円で建設できており、この程度の管理棟でも十分な管理は行えると考えられます。そのため、次回建替えの際は、管理棟の建設費用を抑える必要があります。
また、施設を管理するための大規模な精密機器等を必要とする施設ではないため、本部棟と管理棟の2つは必要なく、本部棟は次回建替えの際には建設しなくてよいと考えられます。
(b)  設備内容について
各施設の敷地面積、設備内容及び開設年度は、次のとおりとなっています。
[image: image14.emf]氷上総合
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合計／平均

敷地面積（㎡）

14,540                    81,400                    87,627                    13,580                    55,052                    16,550                    44,792                   

設備内容

 管理棟、便所・

倉庫・更衣室

棟、野球場ダッ

クアウト、野球

場本部席

 温泉プール棟、

会議室和室、ト

レーニングルー

ム、多目的グラ

ウンド、テニス

コート、屋根付

広場

 球場管理事務

所、プール管理

事務所、プレハ

ブ倉庫３棟、管

理事務所、便所

４棟ほか

 グラウンド、広

場

 野球場１面、ソ

フトボール場２

面、全天候型多

目的コート

 野球場1面、ソ

フトボール場2面

-                      

開設年度（西暦）

1,978                      1,995                      1,995                      1,983                      2,000                      1,976                      1,988                     


減価償却費の節で検討した青垣、春日総合運動公園及びスポーツピアいちじまは、比較的新しい施設で、設備内容が充実しています。
グラウンド機能として必要なものと、そうでないものを把握し、維持管理費用や建替金額の削減に努める必要があります。
(c)  バリアフリーの状況について
バリアフリーへの対応状況では、グラウンドという施設の特性上、対応が必要ない場合が多く、詳細な分析は省略しました。
(d)  耐震化・アスベスト対応状況
市のグラウンド施設群における、耐震化およびアスベスト除去の状況は以下の表のようになっています。
[image: image15.emf]氷上総合

グラウンド

青垣総合

運動公園

春日総合

運動公園

山南中央公園

多目的

グラウンド

スポーツピア

いちじま

市島市民

グラウンド

耐震化の状況

対応箇所

なし

対応箇所

なし

対応箇所

なし

対応箇所

なし

対応箇所

なし

対応箇所

なし

アスベストの

除去状況

該当なし 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし


プールや管理棟などの耐震化が必要な施設が存在する総合グラウンドについては、耐震化の費用が多額であるため、設備ごとに存続を判断し、存続施設に対してのみ耐震化を行うことを検討する必要があります。
(e)  アンケート結果について
各グラウンドを利用した理由についてアンケート調査した結果、「設備が充実している」を利用理由に挙げた人の割合は以下のとおりです。
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スポーツピアいちじま、氷上総合グラウンドで割合が高くなっています。敷地面積が広く、1人あたり減価償却費の高い春日総合運動公園、青垣総合運動公園は、設備の充実をあげた利用者の割合がスポーツピアいちじま、氷上総合グラウンドと比べて低くなりました。
なお、すべての施設で「施設に集まりやすい」の回答が最も多いことから、グラウンド群の利用者は、施設への集まりやすさを重視していると考えられます。
3  施設管理の経済性・効率性（効率性）
(a)  利用者１人あたり直接支出経費
各グラウンドの利用者１人あたり市負担額は次のとおりです。
[image: image18.emf]-

100 

200 

300 

400 

500 

600 

700 

800 

900 

1,000 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 平均

利用者1人あたり市負担額

円


[image: image19.emf]（単位：千円）

№ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

施設名 氷上総合グラウンド 青垣総合運動公園 春日総合運動公園

山南中央公園

多目的グラウンド

スポーツピア

いちじま

市島市民

グラウンド

平均

利用料等収入 ①

1,174                       30,560                     6,917                       335                         1,076                       48                           6,685                      

支出経費 ②

11,234                     91,455                     34,817                     7,217                       13,633                     1,122                       26,580                    

うち正職員人件費 ③

1,545                       23,323                     5,076                       1,716                       840                         444                         5,491                      

直接支出経費 ④（②－③）

9,689                       68,132                     29,741                     5,501                       12,793                     678                         21,089                    

純支出 ⑤（④－①）

8,515                       37,572                     22,824                     5,166                       11,717                     630                         14,404                    

利用人数（人） ⑥

31,053                     73,535                     44,604                     15,324                     19,841                     6,152                       31,752                    

1人あたり市負担額（円）

（⑤／⑥）

312                         927                         667                         359                         645                         110                         454                        


利用者１人あたり市負担額は青垣総合運動公園がもっとも高くなっています。
この表を見ると、青垣総合運動公園は、利用料等収入も多いため、これを除いて分析すると、次のとおりです。
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[image: image21.emf]（単位：千円）

№ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

施設名 氷上総合グラウンド 青垣総合運動公園 春日総合運動公園

山南中央公園

多目的グラウンド

スポーツピア

いちじま

市島市民

グラウンド

平均

支出経費 ①

11,234                     91,455                     34,817                     7,217                       13,633                     1,122                       26,580                    

うち正職員人件費 ②

1,545                       23,323                     5,076                       1,716                       840                         444                         5,491                      

直接支出経費 ③（①－②）

9,689                       68,132                     29,741                     5,501                       12,793                     678                         21,089                    

利用人数（人） ④

31,053                     73,535                     44,604                     15,324                     19,841                     6,152                       31,752                    

1人あたり直接支出経費（円）

（③／④）

362                         1,244                       781                         471                         687                         182                         621                        


青垣総合運動公園と、他の施設の１人あたり直接支出経費の金額の差が大きくなっています。
青垣総合運動公園には、年間を通じて運営している温水プールがあり、稼働率を高めることによって、コスト効率を上昇させることができるという結果を示しています。したがって、温水プールを存続させるならば、稼働率を高めることが必要となります。
4  利用者の状況
(a)  稼働率
グラウンドの稼働率は、次のようになっています。なお、総合グラウンドには、野球場や屋根付広場等もありますが、稼働率計算にはすべて多目的グラウンドを用いました。
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グラウンド稼働率（朝）
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グラウンド稼働率（昼）


[image: image24.emf]＜朝の部＞

№ 施設名 稼働率

① 氷上総合グラウンド

36.8%

② 青垣総合運動公園

35.3%

③ 春日総合運動公園

21.0%

④ 山南中央公園多目的グラウンド

46.1%

⑤ スポーツピアいちじま

26.8%

⑥ 市島市民グラウンド

30.6%

⑦ 平均

32.8%

[image: image25.emf]＜昼の部＞

№ 施設名 稼働率

① 氷上総合グラウンド

41.9%

② 青垣総合運動公園

50.0%

③ 春日総合運動公園

21.6%

④ 山南中央公園多目的グラウンド

37.1%

⑤ スポーツピアいちじま

38.1%

⑥ 市島市民グラウンド

38.1%

⑦ 平均

37.8%
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グラウンド稼働率（夕方）
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グラウンド稼働率（夜）


[image: image28.emf]＜夕方の部＞

№ 施設名 稼働率

① 氷上総合グラウンド

17.1%

② 青垣総合運動公園

8.9%

③ 春日総合運動公園

8.4%

④ 山南中央公園多目的グラウンド

19.7%

⑤ スポーツピアいちじま

25.8%

⑥ 市島市民グラウンド

7.1%

⑦ 平均

14.5%

[image: image29.emf]＜夜の部＞

№ 施設名 稼働率

① 氷上総合グラウンド

10.3%

② 青垣総合運動公園

5.6%

③ 春日総合運動公園

4.2%

④ 山南中央公園多目的グラウンド

16.8%

⑤ スポーツピアいちじま

11.6%

⑥ 市島市民グラウンド

1.3%

⑦ 平均

8.3%


朝から昼の時間帯にかけて稼働率が高く、夕方から夜にかけて稼働率が低い傾向にあります。
土日のグラウンドは、平日と稼働率が大きく異なるため、その稼働率を算出したものが次の表です。
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グラウンド稼働率（土日－朝）
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グラウンド稼働率（土日ー昼）


[image: image32.emf]＜朝の部＞

№ 施設名 稼働率

① 氷上総合グラウンド

55.0%

② 青垣総合運動公園

55.5%

③ 春日総合運動公園

49.0%

④ 山南中央公園多目的グラウンド

74.0%

⑤ スポーツピアいちじま

49.0%

⑥ 市島市民グラウンド

72.0%

⑦ 平均

59.1%

[image: image33.emf]＜昼の部＞

№ 施設名 稼働率

① 氷上総合グラウンド

63.0%

② 青垣総合運動公園

64.0%

③ 春日総合運動公園

47.0%

④ 山南中央公園多目的グラウンド

73.0%

⑤ スポーツピアいちじま

48.0%

⑥ 市島市民グラウンド

84.0%

⑦ 平均

63.2%
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グラウンド稼働率（土日ー夕方）
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グラウンド稼働率（土日ー夜）


[image: image36.emf]＜夕方の部＞

№ 施設名 稼働率

① 氷上総合グラウンド

31.0%

② 青垣総合運動公園

19.0%

③ 春日総合運動公園

13.0%

④ 山南中央公園多目的グラウンド

26.0%

⑤ スポーツピアいちじま

19.0%

⑥ 市島市民グラウンド

12.0%

⑦ 平均

20.0%

[image: image37.emf]＜夜の部＞

№ 施設名 稼働率

① 氷上総合グラウンド

9.0%

② 青垣総合運動公園

9.0%

③ 春日総合運動公園

4.0%

④ 山南中央公園多目的グラウンド

14.0%

⑤ スポーツピアいちじま

10.0%

⑥ 市島市民グラウンド

3.0%

⑦ 平均

8.2%


土日の朝と昼の部は、平日と比べると稼働率が高くなっています。現状で施設を廃止すれば、利用に競合が生じる可能性が高いですが、稼動が地域のリピーターにほぼ限定されるようなグラウンドがあれば、地域自治会等を指定管理者として管理を任せれば維持管理費用はかかりません。また、そのようなグラウンドについては、管理棟の建て替え費用も抑えることが可能です。
(b)  利用頻度
グラウンドの利用者に対してのアンケートで、利用頻度は次のとおりとなりました。
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[image: image39.emf]№ 施設名 月に数回以上 月に1回以下

① 氷上総合グラウンド

13.3% 86.7%

② 青垣総合運動公園

30.0% 70.0%

③ 春日総合運動公園

52.6% 47.4%

④ 山南中央公園多目的グラウンド

25.0% 75.0%

⑤ スポーツピアいちじま

22.2% 77.8%

⑥ 市島市民グラウンド

16.7% 83.3%

⑦ 平均

26.6% 73.4%


春日総合運動公園の「月に数回以上」の利用が50％を上回っていますが、他は50％を大きく下回っており、特定の利用者が継続して利用するという利用形態の割合は低いと考えられます。
(c)  利用者の満足度
利用者の満足度は以下のとおりです。
春日総合運動公園のみ、窓口、施設とも平均を下回っています。
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各グラウンドの窓口の満足度

（利用者アンケート）－やや満足以上の割合


[image: image41.emf]№ ① ② ③ ④ ⑤ 　⑥ ⑦

施設名

氷上総合グラウンド

（

n=15

）

青垣総合運動公園

（

n=10

）

春日総合運動公園

（

n=19

）

山南中央公園

多目的グラウンド

（

n=8

）

スポーツピアいちじま

（

n=9

）

市島市民グラウンド

（

n=6

）

平均

窓口の満足度―

やや満足以上

93.3% 90.0% 73.7% 87.5% 88.9% 50.0% 80.6%
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各グラウンドの施設の満足度

（利用者アンケート）－やや満足以上の割合


[image: image43.emf]№ ① ② ③ ④ ⑤ 　⑥ ⑦

施設名

氷上総合グラウンド

（

n=15

）

青垣総合運動公園

（

n=10

）

春日総合運動公園

（

n=19

）

山南中央公園

多目的グラウンド

（

n=8

）

スポーツピアいちじま

（

n=9

）

市島市民グラウンド

（

n=6

）

平均

施設の満足度

やや満足以上

93.3% 80.0% 78.9% 62.5% 88.9% 66.7% 78.4%


グラウンドを利用したことがある市民の満足度は以下のとおりです。
市島市民グラウンドの満足度が最も低いという結果となりました。
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各グラウンドの満足度（市民アンケート）

－やや満足以上の割合


[image: image45.emf]№ ① ② ③ ④ ⑤ 　⑥ ⑦

施設名

氷上総合グラウンド

（

n=202

）

青垣総合運動公園

（

n=195

）

春日総合運動公園

（

n=215

）

山南中央公園

多目的グラウンド

（

n=116

）

スポーツピアいちじま

（

n=215

）

市島市民グラウンド

（

n=163

）

平均

満足度―

やや満足以上

61.9% 77.9% 76.3% 60.3% 78.6% 54.0% 67.5%


5  将来的な需要（将来性）
(a)  施設の認知度について
各グラウンドの認知度についての市民アンケート結果は、次のとおりです。
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各グラウンドの知名度

地域居住者からの知名度 市全体の知名度


[image: image47.emf]№ ① ② ③ ④ ⑤ 　⑥ ⑦

施設名

氷上総合グラウンド

（

A : n=139

）

（

B : n=539

）

青垣総合運動公園

（

A : n=55

）

（

B : n=539

）

春日総合運動公園

（

A : n=81

）

（

B : n=539

）

山南中央公園

多目的グラウンド

（

A : n=62

）

（

B : n=539

）

スポーツピア

いちじま

（

A : n=120

）

（

B : n=539

）

市島市民グラウンド

（

A : n=120

）

（

B : n=539

）

平均

地域居住者の

知名度(A)

82.7% 94.5% 91.4% 83.9% 92.5% 94.2% 89.9%

市全体の知名度(B)

57.5% 56.8% 65.5% 34.3% 67.0% 51.6% 55.4%


特に山南中央公園多目的グラウンドの認知度が低くなっています。ただ、各グラウンドがある地域に住んでいる人における知名度は、青垣総合運動公園をのぞきすべて90％以上となっていることから、アンケート回答者の居住地域による影響が大きいといえます。
(b)  今後利用したい施設について
今後利用したいグラウンドについての市民アンケート結果は、次のとおりです。
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各グラウンドの利用期待

地域居住者の利用期待 市全体の利用期待


[image: image49.emf]№ ① ② ③ ④ ⑤ 　⑥ ⑦

施設名

氷上総合グラウンド

（

A : n=139

）

（

B : n=539

）

青垣総合運動公園

（

A : n=55

）

（

B : n=539

）

春日総合運動公園

（

A : n=81

）

（

B : n=539

）

山南中央公園

多目的グラウンド

（

A : n=62

）

（

B : n=539

）

スポーツピア

いちじま

（

A : n=120

）

（

B : n=539

）

市島市民グラウンド

（

A : n=120

）

（

B : n=539

）

平均

地域居住者の

利用期待(A)

39.6% 49.1% 45.7% 32.3% 60.8% 37.5% 44.2%

市全体の

利用期待(B)

19.5% 20.8% 23.9% 9.3% 24.5% 14.1% 18.7%


市民全体に対するアンケートであるため、居住地域以外の市民からの利用期待は低い傾向になりますが、各地域の人口比を考慮しても、今後の利用期待には差があるといえます。
(c)  将来利用者数の予測
以下では、将来利用者数の予測を行います。
まず、利用者アンケートの結果をみると、現状の利用者は、施設が存在する地域の者が各利用グループに1人は含まれていることが多く、基礎人口としては、各地域の人口が相応しいと考えます（次表参照）。また、対象とする年齢構成は、明確に特定できないため、全年齢構成を母集団に含めます。
[image: image50.emf]施設の利用団体のうち

居住地域者をメンバーに含む団体の割合

氷上総合グラウンド

93.3%

青垣総合運動公園

80.0%

春日総合運動公園

94.7%

山南中央公園多目的グラウンド

100.0%

スポーツピアいちじま

100.0%

市島市民グラウンド

100.0%

平均

94.7%


各グラウンドの利用者が地域人口に占める割合を基に、将来利用予測をすると、次のとおりとなりました。
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[image: image52.emf]№

平成

22

年度（※） 平成

27

年度 平成

32

年度

20,456 19,575 18,587

100.0% 95.7% 90.9%

77,293 70,377 63,860

100.0% 91.1% 82.6%

30,658 28,785 26,745

100.0% 93.9% 87.2%

18,005 16,524 15,130

100.0% 91.8% 84.0%

29,600 28,318 26,879

100.0% 95.7% 90.8%

7,493 7,168 6,804

100.0% 95.7% 90.8%

30,584 28,458 26,334

100.0% 93.0% 86.1%

（※）平成22年度は実数

（※）③春日総合運動公園と⑦平均の数値および推移はほぼ同じであるため、上記グラフでは重なって見えます。

⑥

⑦

①

②

③

④

⑤

氷上総合グラウンド

平均

青垣総合運動公園

山南中央公園多目的グラウンド

市島市民グラウンド

スポーツピアいちじま

春日総合運動公園



平均で利用者数は現在の86.1％にまで落ち込み、青垣地域や山南地域は80％代前半まで落ち込む予測となっています。
(4)  今後の適正化方針
1  アンケート結果
利用者アンケート・該当調査での、代替施設の有無や必要性、適正な体育館数に関する質問の結果は以下のとおりです。
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この表をみると、代わりに利用できるグラウンドは「ない」と回答している利用者の割合が全体的に高くなっています。
ここで、グラウンド利用者の移動手段は車が多く、グラウンドとしての大きな特徴がある施設はありません。また、それぞれのグラウンドの稼働率は高くなく、他のグラウンドも利用できる利用者が多いと考えられます。
これらのことから、「それぞれの利用者にとって集合しやすい場所である」という意味で、代わりに使用できる施設が「ない」と回答していると考えられます。
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施設名 氷上総合グラウンド青垣総合運動公園 春日総合運動公園

山南中央公園多目的

グラウンド

スポーツピアいちじ

ま

市島市民グラウンド 平均

廃止されると困る人

の割合

17.3% 22.1% 22.6% 8.9% 24.1% 15.6% 18.4%


市民アンケートの結果、各グラウンドが廃止されると困る人の割合は、山南中央公園多目的グラウンドを除けば、15％～25％の間で推移しています。
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各グラウンドの数についての市民アンケートの結果は、現状の６施設が適当な数であるという回答が63％を占めています。
2  今後の方針
野球場・多目的グラウンドについて
目標利用率（別記）から、野球場は２施設、多目的グラウンドは３施設を存続させることが望まれます。
廃止対象としては、市島地域は、スポーツピアいちじま、市島市民グラウンドと２つの多目的グラウンドを有しており、２つの距離は約３ｋｍであることから、市島市民グラウンドについて、他の用途を検討することが望ましいと考えます。
また、十分な駐車場がなく、大きな大会などの開催が難しいことから、氷上総合グラウンドの野球場および多目的広場も廃止対象とすることが考えられます。
存続させる野球場・多目的グラウンドについても、減価償却費の分析結果などを踏まえ、グラウンドなどの市民が利用する機能そのものよりも、管理棟の金額の方が著しく大きい場合や、必ずしも必要ない設備がある状況を見直し、とくに建替え時に必要性の高い施設に限って建設をすべきです。
個々の施設ごとにみると、青垣総合運動公園は、現時点では一定の稼動がありますが、市民（とくに青垣地域の住民）の認知度および満足度を高めるための方策を検討する必要があります。
春日総合運動公園は、立地および備えている機能から市の中心的な総合運動公園として位置づけ、プール以外の野球場、多目的グラウンドなどを維持しながらより一層の利用向上を図ることが考えられます。
山南中央公園多目的グラウンドは、維持管理に多くの費用を要していないこと、一定の稼動があることから、現時点では地域間の公平性をかんがみ、可能な範囲で維持することが望ましいと考えます。ただ予測どおり将来的に利用が減少するようであれば、他の施設との統合も視野に入れる必要があります。
なお、廃止対象とした施設についても、夜間照明や管理棟の経費を除けばグラウンド自体の管理経費はさほど高くありません。また、スポーツ施設としての利用以外に、救急ヘリ離発着場、災害対策等の安全・安心を確保する施設としての利用価値があるため、昼間のみに使用するグラウンドとして維持していくことも考えられます。
プールについて
プールの1人あたり市負担額は、次のとおりとなっています。
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[image: image59.emf]（単位：千円）

№ ① ② ③ ④

施設名

青垣総合運動公園

温水プール

春日総合運動公園

レジャープール

山南B&G海洋センター

プール

平均

利用料収入 ①

28,724                                 3,315                                   300                                     10,780                                

直接経費 ②（※）

50,976                                 5,348                                   2,739                                   19,688                                

純支出 ③（②－①）

22,253                                 2,033                                   2,439                                   8,908                                  

利用人数（人） ④

72,477                                 10,366                                 2,306                                   28,383                                

1人あたり市負担額（円）

（③／④）

307                                     196                                     1,058                                   520                                    

（※）直接経費＝光熱水費＋委託料＋その他の費用


上の表を見ると、直接経費が利用料収入を大きく上回っています。直接経費の多くを占めるのは光熱水費です。光熱水費は、プールを運営する限り発生する固定的な費用であり、利用人数が増えるほど、利用料収入で回収しやすいコストです。
現在、プールの維持管理費用のうち、光熱水費も回収できていない状況であり、利用を高める方策が必要です。
また、丹波市には、民間の運営するプールも１施設あり、これも含めた利用状況の比較を行った結果は、次のとおりです。なお、青垣総合運動公園温水プール、山南Ｂ＆Ｇ海洋センタープール及び民間のプールはほぼ同じ規模です。春日総合運動公園レジャープールは、流水のプールであり、他のプールとは機能が異なります。
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[image: image61.emf]№ ① ② ③ ④ ⑤

施設名

青垣総合運動公園

温水プール

春日総合運動公園

レジャープール

山南B&G海洋センター

プール

民間プール 平均

利用人数（人）

72,477                                 10,366                                 2,306                                   34,536                                 29,921                                


青垣総合運動公園温水プールの利用人数が最も多く、次に民間のプールの利用人数が多くなっています。民間のプールでは、継続したスイミングスクール事業の運営により、安定的な利用人数を確保している状況と予想されます。
青垣総合運動公園温水プールは、スイミングスクールの運営に加えて、料金設定が安いこと（一般料金：青垣総合運動公園温水プール５２０円、民間のプール８００円）で、プールの一時利用者を安定的に確保できていることが、利用人数の上昇につながっていると考えられます。
山南Ｂ＆Ｇ海洋センタープールは、年あたり２ヶ月間のみの開場ですが、それでも利用人数は少なく、集客力の小さい施設といえます。
春日総合運動公園レジャープールも、年あたり２ヶ月間のみの開場で、１ヶ月あたりの利用者は多いですが、必ずしも市のスポーツ・健康に必要な施設ではないため、大きな建替コストと市の財政状況を考慮すると、建替えは控えるべき施設と考えられます。
そこで、スポーツおよび健康管理・維持増進の側面から、市に１施設は存続させることが望ましいと考えます。その場合、年間を通して利用できる施設として青垣総合運動公園温水プールのみ存続させることが効果的といえます。
しかし、当施設は減価償却費に加え維持管理費用といった将来支出も大きいこと、民間施設とも競合することから、青垣総合運動公園全体としての指定管理や売却といったより効率的効果的な管理運営方法の検討を進める必要があります。
他のプールについては、新たな改修、更新は行わず、使用不能となった時点で廃止する施設とすることが望まれます。
テニスコートについて
テニスコートについては、その他体育施設で合わせて記述することとします。
現在あるグラウンド施設の建設金額と建替え年度を表に表すと、次のようになります。（最終的に修正いたします）
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耐用年数

到来年度

管理棟

32,940 2,028        

休憩棟

17,050 2,016        

便所・倉庫・更衣室棟

9,880 2,016        

野球場ダックアウト

1,960

到来済み 到来済み

野球場本部席

1,400 2,016        

球場管理事務所

1,145,868 2,025        

プール管理事務所

313,185 2,045        

管理事務所

17,574 2,045        

便所（テニスコート）

120,210 2,033        

車庫兼器具庫

108,322 2,020        

便所（出会いの広場）

70,916 2,033        

便所（多目的グラウンド）

70,916 2,033        

便所（プール）

70,916 2,033        

砂置場

63,024 2,026        

多目的グラウンド休憩棟

17,008

到来済み 到来済み

プレハブ倉庫4棟

1,427 2,019        

プール棟

930,756 2,029        

屋根付広場

182,176 2,029        

更衣・シャワー棟

31,670 2,017        

車庫

11,268 2,026        

便所

16,218

到来済み 到来済み

山南中央

多目的グラウンド

公衆便所

6,023

到来済み 到来済み

管理棟

68,558 2,024        

倉庫

10,508 2,015        

本部棟

16,505 2,050        

便所

14,283 2,015        

便所

14,283 2,015        

便所

14,283 2,015        

管理棟

9,156 2,017        

便所

4,393

到来済み 到来済み

山南B&G海洋センター プール棟

118,239 2,015        

（※）当時の建設コストを記載しており、当表での物価水準の変動による建設コストの修正はしておりません。

氷上総合グラウンド

春日総合運動公園

青垣総合運動公園

スポーツピア市島

市島市民グラウンド


以上の検討内容をまとめると、次のようになります。
[image: image63.emf]＜建替金額－削減提案＞ （単位：千円）

施設 設備 内容 建設金額（※） 次回建設金額（※） 差額

管理棟 市島市民グラウンドと同水準のものにする。

58,963                               17,580                               41,383                              

休憩棟 次回建替えの際は、建設しない。

30,520                               -                                        30,520                              

89,482                               17,580                               71,903                              

球場管理事務所 市島市民グラウンドと同水準のものにする。

1,157,327                          17,580                               1,139,747                         

便所棟（テニスコート） 青垣総合運動公園と同水準のものにする。

121,412                             16,218                               105,194                            

便所棟（出会いの広場） 青垣総合運動公園と同水準のものにする。

71,625                               16,218                               55,407                              

便所棟（多目的グラウンド） 青垣総合運動公園と同水準のものにする。

71,625                               16,218                               55,407                              

便所棟（プール） 次回建替えの際は、建設しない。

71,625                               -                                        71,625                              

プール管理事務所 次回建替えの際は、建設しない。

316,317                             -                                        316,317                            

1,809,931                          66,234                               1,743,698                         

管理棟 市島市民グラウンドと同水準のものにする。

76,099                               17,580                               58,520                              

本部棟 次回建替えの際は、建設しない。

18,321                               -                                        18,321                              

94,420                               17,580                               76,840                              

市島市民グラウンド 管理棟 次回建替えの際は、建設しない。

17,580                               -                                        17,580                              

山南B&G海洋センタープール棟 次回建替えの際は、建設しない。

169,082                             -                                        169,082                            

2,180,494 101,393 2,079,102

（※）建替当時の建設コストに物価変動率を乗じて、現在の貨幣価値に修正した金額を記載しています。

合計

氷上総合グラウンド

小計

春日総合運動公園

小計

スポーツピアいちじま

小計


[image: image64.emf]＜維持管理費用－削減提案＞ （単位：千円）

施設 設備 内容

維持管理費用（年間）

（※）

次回建設時

維持管理費用（年間）

差額

管理棟 市島市民グラウンドと同水準のものにする。

休憩棟 次回建替えの際は、建設しない。

10,060                               1,074                                 8,986                                

球場管理事務所 次回建替えの際は、建設しない。

便所棟（プール） 青垣総合運動公園と同水準のものにする。

34,817                               1,074                                 33,743                              

管理棟 市島市民グラウンドと同水準のものにする。

本部棟 次回建替えの際は、建設しない。

12,557                               1,074                                 11,483                              

市島市民グラウンド 管理棟 次回建替えの際は、建設しない。

1,074                                 -                                        1,074                                

山南B&G海洋センタープール棟 次回建替えの際は、建設しない。

1,954                                 -                                        1,954                                

60,462                               3,222                                 57,240                              

（※）維持管理費用は、支出から収入を控除した金額です。

　　　正職員人件費は、長期的には変動費として扱えるため、削減可能な維持管理費用に含めています。

12,557                               1,074                                 11,483                              

1,074                                 34,817                               33,743                              

氷上総合グラウンド

小計

10,060                               1,074                                 8,986                                

春日総合運動公園

小計

スポーツピアいちじま

小計

合計


維持管理費用については、氷上総合グラウンド、春日総合運動公園及びスポーツピアいちじまの３施設が、いちじま市民グラウンドと同水準の維持管理費用まで削減できると仮定しています。
以上を実行した場合の金額的効果を、２０６０年までの今後約５０年間にわたって算出すると、次のようになります。
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 [image: image66.emf]＜実行時のコスト比較＞ （単位：千円）
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2045
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合計

898,733 1,238,308 2,260,611 2,280,816 1,405,644 1,059,172 1,531,324 1,302,630 2,277,394 1,115,371 15,370,003

729,651 1,177,217 1,035,721 2,148,906 916,814 772,952 928,787 770,487 820,907 811,572 10,113,014

169,082 61,092 1,224,890 131,910 488,830 286,220 602,537 532,142 1,456,487 303,800 5,256,989

今後

10

年間 今後

20

年間 今後

30

年間 今後

40

年間 今後

50

年間

-

169,082 230,173 1,455,063 1,586,973 2,075,803 2,362,023 2,964,560 3,496,703 4,953,190 5,256,989 -

累積効果額

施設を維持した場合の金額

削減提案を実行した場合の金額

差


上記前提条件に基づいた場合、５２億円を超える削減が予想されます。
出典：丹波市総合計画（基本構想等）策定業務　人口推計等調査業務　報告書
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